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困難な時代に高い評価を受けて
来年は二度目の国際協同組合年
国連は来年（2025年）を2012年以来二度目の国際協同組合年（International 

Year of Cooperatives＝IYC）とする旨総会で決議しました。同決議では、すべ
ての加盟国に対し、協同組合を振興（英語ではpromote）し、SDGsと社会・経済
開発全体に対する協同組合の貢献に対する認知を高める方法として、IYCを活用
することを促す、としています。
国連は2001年に「協同組合の発展に支援的な環境づくりをめざすガイドライ

ン」を採択し、各国政府の協同組合政策の指針として提供するなど、一貫して協
同組合を高く評価しています。
それでも同じテーマで二度目の国際年は異例です。

日本国内でも
日本政府の「SDGs実施指針」では、「協同組合をはじめ、地域の住民が共助の

精神によって参加する公共的な活動を担う民間主体が、各地域に山積する課題の
解決に向けて（中略）SDGsへ貢献していくことが期待されている。」と述べてい
ます。
また、2022年に労働者協同組合法が施行されました。わが国で実に44年ぶりの

新しい協同組合法です。
国連決議は協同組合を万能薬のように褒めている
協同組合が評価され、期待されています。
なぜ今、評価・期待があるのでしょうか。
もちろん、これまでの実績が前提です。先述の国連決議でも、協同組合への期

待として、人間らしい雇用、貧困・飢餓の解消、教育、社会的保護、金融包摂、
住宅創出、包摂的社会の構築、食料安保、デジタル格差解消などを掲げています。
これら課題の解決に実績があるからこその評価・期待です。
困難な状況下で期待される
加えて、私は、現代が極めて困難な時代であるから協同組合は期待されている

と感じます。ロッチデール組合が初の近代的生協として誕生したのは産業革命直
後のイギリスです。目覚ましい進歩の陰で労働者の生活は困難を極めていた。だ
からこそ彼らは協同組合を作ったのです。明治維新の意義は言うまでもありませ
んが一方で格差は大きく、特に農村の疲弊は著しかった。そうした中で1900年
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（明治33年）にわが国初の協同組合法「産業組合法」が制定されました。
戦争、格差、貧困、気候変動、パンデミック、分断・・・。加えて日本では急

激な人口減少、地域社会の疲弊が進んでいます。国連は昨年、SDGsのターゲッ
トのうち順調に推移しているのは15％と報告しています。
事業を通じた課題解決
私は協同組合への評価・期待の前提は、「事業を通じた課題解決」にあると感

じます。人々のニーズや願いの実現のため政府等は税収入を原資に、NPO法人は
寄付等を原資に活動します。一方で、協同組合は社会的目的の達成と経済性（事
業としての収支確保）を両立してきた、これは得難いこと、困難なことで、それ
を実現していることは素晴らしい、と。
JAグループも両立の事業方式をいくつも生み出してきました。農業生産者は

多数、豊不作を伴う、輸送は高コスト、流通・加工など実需者は大規模、需要は
多様、等の条件下で共販を確立し、農業者・農村の所得を実現してきました。小
売業の前提は品揃えと安定供給ですが、通常、地場産だけでこれらをクリアする
ことが困難ななか、ファーマーズマーケットという事業方式を生み出して、農業
生産を促し、消費者に評価され、農産物輸送に伴うCO2を削減しています。
現在ではJAグループとして当たり前になっている事業方式も、当時の課題の

解決のため工夫して見出されたのだと思います。
課題解決に挑戦したい。もって組織を存続、発展させたい
労働者協同組合では、困難を抱えるお子さんを含めた子育て支援や障がい者

支援を、事業として（即ち採算を確保しつつ）実現しようと挑戦されています。過
疎地を広く抱えるある生協は、約90台の移動購買車を走らせ、採算を確保しつ
つ、買い物弱者を支えています。食品トレー、廃食油、古着などを含めたリサイ
クル事業を黒字化している生協もあります。いずれも役職員による実務構築と組
合員の参加によって成り立っています。これらの協同組合組織は、いずれも試行
錯誤しつつ成長の芽を見出していると感じます。
協同組合全体への追い風をJAグループが活かすためには、JAグループ自身が、

今、社会や地域が抱えている課題の解決に挑戦すること、そのために必要があれ
ば、他の協同組合との連携強化を含め、新たな事業方式を興す、あるいは、既存
の事業方式の見直しに挑むことが求められると感じます。

（日本協同組合連携機構（JCA） 代表理事専務　比嘉政浩・ひが　まさひろ）
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